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見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
衆
衛
生
全
般
に

わ
た
っ
て
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
元
日
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登
半
島

地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
御
見
舞
い
を
申
し
あ

げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
御
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
市
民
生
活
も
以
前
の
状

態
に
戻
る
か
に
思
え
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
収
束
が
み
え
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
な
ど

の
物
価
高
騰
も
続
く
中
、
私
た
ち
の
生
活
は
未
だ
混

迷
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、
公
衆
衛
生
に
係
る

活
動
は
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
根
幹
に
あ
た
る
も

の
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
美
化
活
動
の
際
に
、
食
品
の
容
器
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
未
だ
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

そ
う
し
た
ご
み
は
風
な
ど
で
河
川
に
流
入
し
、
そ
の

ま
ま
海
へ
運
ば
れ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
自
然
分
解
さ
れ
な
い
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
海
中
に
残
り
、
海
の
生
態

系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
食
用
魚
に

含
ま
れ
て
私
た
ち
の
食
卓
へ
返
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
熊
な
ど
の
獣
の
出
没
が
非
常
に
多

い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
個
人
や
共
同
の
草
刈
り
な

ど
が
行
き
届
か
ず
、
獣
の
隠
れ
場
所
が
増
え
た
こ
と

も
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
皆
さ
ん
の
意
識
と
活
動
で
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
で

『
郷
土
を
愛
し
、き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』

＜再生可能エネルギーってなに？＞
　石油・石炭・天然ガスといった有限な化石エネルギーではなく、自然界に
あるエネルギーで太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気熱及び自然界に
存在する熱、バイオマスの7種類です。特徴としては、枯渇しない、どこにで
もある、二酸化炭素を排出しないことが挙げられます。

＜問題はないの？＞
　再生可能エネルギーは、地球温暖化の防止に欠かせないもので
すが、環境に悪影響を与える可能性もあるため、自然保護との両立
を図ったうえで進める必要があります。また、廃棄物の問題としては、
2030年ごろから最大で年間80万トンの太陽光パネルが廃棄され始
めると予想されています。それにより機能を終えたパネルの放置や不
法投棄、パネルに含まれる有害物質の流出・拡散、最終処分場のひっ
迫などが懸念されます。

＜企業の取り組み＞
　廃棄物の問題については、各企業も対策を始めており、米沢にも営業所がある株式会社高良では、太陽光パネルの
100％リサイクルを行っています。同施設は、自然災害で被災した太陽光発電所からの受入も想定しています。

米
衛
連
だ
よ
り
発
行
に
よ
せ
て

米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

会
長
　
渡
部
　
一
雄

米 衛 連 の 事 業

※納入いただいた会費はこのように活用されています。

米 衛 連 だ よ り 編 集 委 員
会 　 長　　渡 部 一 雄（窪田）
副 会 長　　岡 村 康 郎（南原）

〃 　　遠 藤 新 悟（松川）
〃 　　小　林　秀　一（南部）
〃 　　齊　藤　麗　子（松川）

監 　 事　　綿　貫　藤　雄（中部）
〃 　　高 橋 利 和（西部）

　市では、以下の支援を行っています。
〇クリーン作戦への支援
　�衛生組合や町内会などが、地区内の清掃を行う際に、
ごみ袋（60L）の提供、回収したごみの収集を行っ
ています。
〇川や側溝掃除への支援
　�衛生組合や町内会などが、地区内の川や側溝の土砂
上げを行う際に、蓋の取り外し、回収した土のう袋
の収集を行っています。

※実施にあたっては以下にご注意ください。

・�ごみ袋・土のう袋は、概ね10日以内の回収となり
ます。実施の日や依頼された順番に回収対応してい
きますので、即日・翌日の回収とはなりません。
・�不法投棄を発見した際は、回収をせず、そのままの
状態で市に連絡してください。投棄者の捜査等を行
います。

〇ペットボトルキャップの回収事業
　焼却処理されるキャップを集めてリサイクル業者に
売却し、収益を発展途上国のワクチン支援などに充て
る事業として平成15年頃に始まりました。現在も活
動は続いていますが、リサイクルが定着したことや、
回収コストがかかることもあり、回収拠点は減少しま
した。
〇プルタブの回収事業
　飲料缶のプルタブはポイ捨てが多かったため、環境
美化しながら収益で車いす等を寄付する活動として平
成２年頃に始まりました。現在も活動は続いています
が、缶本体と切り離されないステイオンタブが主流と
なったため、アルミ缶の回収事業へと移行しています。
〇ベルマーク運動
　教育環境の整備とリサイクルの推進を目
的に昭和35年に始まりました。現在も活
動は続いていますが、マークの回収作業に
手間がかかることなどから、参加団体は減少しました。

クリーン作戦・川掃除について

回収事業の変遷

受彰者のご紹介受彰者のご紹介

●
米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

　
市
長
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状
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部
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会
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４
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潔
（
北
部
）

�

鈴
　
木
　
浩
　
二
（
窪
田
）

�

（
敬
称
略
）

　米衛連では、生活環境の整備と市民衛生思想の高揚を図る
ため次のような事業に取り組んでいます。

１　指導者の育成と組織の強化
（１）研修会を開催し地区指導者の育成を推進
（２）各種大会、研修会への参加
（３）各支部へ組織育成のための助成
（４）広報紙による啓蒙活動

２　支部活動への助成
　研修会、環境美化運動、健康教室及び環境保全等の支部活
動推進のための助成

３　実践活動
（１）環境衛生に関すること
　①ペット排泄物の適正処理及び飼主モラル向上の指導
　②ごみ収集所の適正管理
　③不法投棄防止の啓発
　④地区の美化活動の実施
　⑤地球温暖化防止活動の実践・啓発
　⑥ごみの減量及び再資源化への協力
　⑦きれいな川で住みよいふるさと運動への参加

（２）保健衛生に関すること
　各種健診の受診啓発

会費

収 入

支 出

4,896,110円

会費
 2,327,000円
世帯当たり100円

支部活動費助成
米衛連だより製作費、研修費 など

貸出看板製作費
支部活動費助成
米衛連だより製作費
研修費 など

雑収入  14円
繰越金　
 178,896円

　総務費　
　 384,320円

補助金
 2,390,000円

予備費　
 10,000円

 組織活動育成費　
  2,701,790円

 公衆衛生対策費　
  1,800,000円

＜令和５年度事業費の内訳＞
　　　　　　　　　　　　※令和６年１月31日現在

受彰者の皆様、誠におめでとうございます。

株式会社高良　本部エコプラザ（福島県南相馬市）

太陽電池モジュール排出見込量（環境省ホームページ）

太陽光発電

風力発電 地熱発電 バイオマス発電

水力発電

再生可能エネルギーの活用

フレーム アルミニウムを原料としてリサイクル

ガラス グラスファイバ原料、土木資材など

端子台 銅を原料としてリサイクル

封止材
セル
封止材
バックシート

精錬工場で銀&銅を回収
シリコン、封止材（EVA）、バックシートは熱回収等



�

支
部
長
　
渡 

部 

一 

雄

　
窪
田
支
部
は
23
地
区
で
構
成
さ
れ
、
各
衛

生
組
合
長
を
中
心
に
ご
み
収
集
所
の
管
理
や

ご
み
分
別
の
指
導
、
地
域
の
美
化
活
動
に
努

め
て
い
ま
す
。
窪
田
地
区
は
市
の
北
の
玄
関

口
と
し
て
国
道
２
８
７
号
線
が
開
通
す
る
な

ど
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
高
速
道
路
の

側
道
や
基
幹
道
路
に
は
家
庭
ご
み
、
コ
ン
ビ

ニ
購
入
品
な
ど
の
不
法
投
棄
も
多
い
た
め
、

定
期
的
な
清
掃
の
ほ
か
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
な
ど
抑
止
対
策
も
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
７
月
の
第
一
週
日
曜
日
は
県
下

一
斉
の
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

運
動
に
合
わ
せ
窪
田
地
区
全
域
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

１　
事
務
局
メ
ン
バ
ー

　

�　
支
部
長
、
副
支
部
長
３
名（
地
区
委
員
、

衛
生
組
合
長
、
婦
人
協
力
班
長
）、
事
務

局
長
、
事
務
局
員
２
名
（
局
長
、
事
務
局

員
は
支
部
長
任
命
）

２　
合
同
総
会　
５
月
14
日
㈰

　

�　
衛
生
、
社
協
、
防
犯
の
三
団
体
合
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。

３　
理
事
会　
６
月
24
日
㈯

　

�　
衛
生
組
合
長
、
婦
人
協
力
班
長
が
、
総

会
で
議
決
さ
れ
た
事
業
日
程
の
確
認
、
各

地
区
の
問
題
点
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

４　
健
康
教
室

�

７
月
29
日
㈯
、
９
月
２
日
㈯

①
室
内
で
の
軽
運
動　
講
師 

佐
藤 

晃
代
氏

　

�　
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
と
お
し
て
、
健
康

に
年
を
重
ね
る
に
は
適
度
な
運
動
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

②
認
知
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
講
師　
米
沢
市
立
病
院　
大
竹 

剛 

氏

　

�　
認
知
症
を
患
っ
た
方
の
家
族
の
体
験
談

を
伺
い
、
認
知
症
の
防
止
に
は
、
話
を
す

る
、
手
先
を
動
か
す
、
家
族
と
外
に
出
か

け
る
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

５　
支
部
一
日
研
修　
　
９
月
14
日
㈭

　

�　
今
年
度
は
、
南
原
支
部
が
行
っ
て
い
る

吾
妻
清
掃
登
山
を
参
考
に
『
避
暑
地
登
山

と
清
掃
活
動
』
と
し
て
天
元
台
～
人
形
石

ま
で
清
掃
登
山
を
行

い
ま
し
た
。
登
山
道

は
思
っ
た
よ
り
も
大

変
き
れ
い
で
、
登
山

者
の
マ
ナ
ー
の
良
さ

が
う
か
が
え
ま
し

た
。

６　
婦
人
協
力
班
長
研
修　
12
月
24
日
㈰

　
講
師　

�

フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
チ
モ
シ
ー		

本
間
優
子
氏

　

�　

正
月
に
飾
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ

ワ
ー
を
製
作
し
ま
し

た
。
窪
田
支
部
で
は

健
康
長
寿
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
笑

い
や
喜
び
が
大
切
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

７　
支
部
交
流
会　
７
月
25
日
㈫

　

�　
中
部
支
部
と
交
流
会
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
お
互
い
の
活
動
や
運
営
方
法
を

学
ん
だ
り
、
共
通
の
問
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

窪
田
支
部
の
活
動
報
告

窪
田
支
部
の
活
動
報
告

品　目
回　　収　　量

①市役所 ②コミセン ③重車両
置場

携帯電話
スマホ

８kg
（86台）

21㎏
（245台）

１㎏
（７台）

デスクトップ
パソコン

119kg
（16台）

38㎏
（４台）

490㎏
（54台）

ノート
パソコン

113kg
（48台）

297㎏
（116台）

45㎏
（19台）

そ の 他 260.9kg 657㎏ 780㎏
計 501kg 1,013kg 1,316kg

〈回収結果〉
使
用
済
小
型
電
子
機
器
回
収
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業

　
市
で
は
、
小
型
電
子
機
器
に
含
ま
れ
る
レ

ア
メ
タ
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

た
め
、
使
用
済
小
型
電
子
機
器
の
回
収
事
業

を
、
平
成
28
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
当
連
合
会
が
協
力
し
、
次
の
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

〇
実
施
期
間

　
令
和
５
年
10
月
15
日
～
12
月
２
日

〇
実
施
方
法

　
①
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置（
市
役
所
）

　
②
回
収
ボ
ッ
ク
ス
輪
番
設
置（
全
コ
ミ
セ
ン
）

　
③
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら
な
い
対
象
物
の
回
収

�

（
市
役
所
重
車
両
置
場
で
11
月
11
日
実
施
）

　
ま
た
、
市
で
は
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
目
的

に
、
令
和
４
年
度
か
ら
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
当
連
合
会

や
米
沢
市
消
費
生
活
研
究
会
と
協
力
し
、
使

用
済
小
型
電
子
機
器
の
回
収
事
業
に
合
わ
せ

て
、
市
役
所
、
各
コ
ミ
セ
ン
に
回
収
コ
ン
テ

ナ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
米
、
乾
麺
、
缶
詰
、
調
味

料
な
ど
を
中
心
に
６
１
２
品
、
５
２
７
㎏
の

食
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
食
品
は
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
を
通
じ
、
経
済
的
に
困
窮
す
る
世
帯
へ
の

支
援
物
資
や
こ
ど
も
食
堂
の
食
材
な
ど
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
対
策
と
し
て
は
、
令
和
３
年
度

の
日
本
人
一
人
当
た
り
の
食
品
廃
棄
量
が
年

間
約
42
㎏
で
あ
る
た
め
、
こ
の
事
業
で
約
12

人
分
の
年
間
食
品
廃
棄
量
に
相
当
す
る
食
品

を
必
要
と
す
る
人
へ
の
支
援
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦人協力班長研修 支部研修

コミセンに
ボックス設置

重車両置場での回収

　
令
和
５
年
12
月
11
日
に
置
賜
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
令
和
５
年
度
第
一
回
指
導
者
研

修
会
を
開
催
し
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
環
境
課
題
研
修
事

務
所
主
宰
の
長
岡
文
明
氏
に
、
「
不
法
投
棄

へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
」
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
分
の
敷
地
で
あ
っ
て
も
廃

棄
物
を
適
正
に
処
理
せ
ず
放
置
し
た
り
、
野

焼
き
な
ど
の
よ
う
に
法
律
上
認
め
ら
れ
な
い

処
分
を
行
っ
た
場
合
は
、
違
法
行
為
に
な
り

う
る
こ
と
、
廃
棄
物
か
ど
う
か
は
、
そ
の
も

の
の
状
態
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
私
有
地

内
に
雪
囲
い
等
の
資
材
を
放
置
し
て
い
る
場

合
に
、
本
人
は
管
理
し
て
い
る
と
主
張
し
て

も
、
近
隣
に
飛
散
し
た
り
、
そ
う
し
た
危
険

性
が
高
い
場
合
は
、
適
正
に
管
理
し
て
い
る

と
は
い
え
ず
、
不
法
投
棄
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
や
野
焼
き
へ
の
対
応
は
警
察
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
全
国
で
毎
年
５
０
０
０

件
以
上
が
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
止
ま

り
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
場
へ
の
対
応
以
上
に
抑
制

す
る
対
策
も
重

要
で
あ
り
、
地

域
住
民
も
不
法

投
棄
を
見
つ
け

る
目
を
養
い
、

早
期
に
行
政
へ

相
談
す
る
こ
と

が
重
要
と
い
え

ま
す
。 指

導
者
研
修
会

指
導
者
研
修
会

　
本
市
の
不
法
投
棄
は
、
令
和
３
年
度
は
59

件
、
令
和
４
年
度
は
40
件
、
令
和
５
年
度
は

36
件
（
11
月
ま
で
）
と
週
１
件
の
ペ
ー
ス
で

発
見
・
通
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
や
当
連
合
会
で
は
、
日
頃
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
加
え
、
年
に
２
回
、
県
、
警
察
、
廃
棄

物
業
者
な
ど
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

し
、
早
期
発
見
や
情
報
共
有
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
確
認
し
た
際
は
、
市
・
県
・

警
察
等
が
連
携
し
て
投
棄
者
の
捜
査
な
ど
を

行
い
、
投
棄
者
に
撤
去
対
応
等
を
求
め
ま
す

が
、
投
棄
者
が
特
定
さ
れ
な
い
場
合
は
、
そ

の
場
所
を
管
理
又
は
利
用
す
る
人
が
投
棄
物

を
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
や
連
合
会
で
は
、
不
法
投

棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
不
法
投
棄
抑
止
看
板
の
設

置
や
各
衛
生
組
合
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
、
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
抑
制
対
策
や

そ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
状
況
と
対
策

不
法
投
棄
の
状
況
と
対
策消火器の不法投棄

（万世地区）

合同パトロールの様子
貸出看板の例

歯
を
失
う
原
因
の
第
一
位
は
歯
周
病
！

　
歯
周
病
の
主
な
原
因
は
「
プ
ラ
ー
ク
（
細

菌
の
集
合
体
）
」
で
す
。
歯
ぐ
き
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
、
少
し
ず
つ
歯
を
支
え
る
組
織
を

壊
し
て
い
き
ま
す
。
40
歳
以
上
の
５
人
に
４

人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
の
初
期
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
進
行
し
、
結
果
的
に

歯
を
何
本
も
抜
く
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
細
菌
が
歯
肉
の
血
管
か
ら
全
身
に
運
ば
れ
、

糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
等
の
様
々
な

病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？
歯
周
病
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

□
歯
肉
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□�

朝
起
き
た
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

□
歯
磨
き
の
時
に
出
血
す
る

□
口
臭
が
気
に
な
る

□�

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
よ
く
は
さ
ま
る

□
歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る

□
硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
い

□
歯
肉
を
押
す
と
血
や
う
み
が
出
る

□
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

□�

前
歯
が
出
た
り
、
歯
に
隙
間
が
で
き
た

　
該
当
す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
歯
周
病
で

あ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
一
つ
で
も
当

て
は
ま
る
時
は
、
歯
科
医
院
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

①
セ
ル
フ
ケ
ア
（
家
で
で
き
る
予
防
）

　
い
つ
も
の
歯
磨
き
＋
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

（
糸
よ
う
じ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
）
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
が
小

さ
な
隙
間
に
入
っ
て
プ
ラ
ー
ク
を

除
去
し
ま
す
。

②
プ
ロ
ケ
ア
（
歯
科
医
院
に
よ
る
予
防
）

　
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
検
診
を
受
け
、
プ

ラ
ー
ク
や
歯
石
を
取
り
除

い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

う蝕
29.2%

歯周病
37.1%

破折
17.8%

その他
15.9%

歯
周
病
、
痛
み
が
な
い
か
ら
気
づ
き
に
く
い

歯
周
病
、
痛
み
が
な
い
か
ら
気
づ
き
に
く
い

厚生労働省  e-ヘルスネット
2018全国抜歯原因調査結果
山形県HPより

〈歯を失う原因〉

第１位が歯周病！

米
沢
市
で
は
歯
周
疾
患
検
診

�

（
年
齢
条
件
あ
り
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
４
月
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
健
診

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

低体重児出産・早産

肺炎

糖尿病の
悪化

動脈硬化
心筋梗塞

脳梗塞
認知症


